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1. はじめに

「留学」とは，外国に「移動」し，現地での生活を通して異国の文化に触れ，様々な価値観を持つ人々と交流するものと

されている．このことから，近年グローバル人材の育成を目指し，文部科学省や大学等の機関で日本人学生の留学が推進さ

れている．一方で，日本社会では「英語を流暢に話す」ことや「ポジティブ思考」が留学経験者の特徴であると考えられて

おり，これらは「海外かぶれ」として嘲笑やからかいの対象となっている．特に，YouTubeやTikTokなどのメディアの登場

でその傾向は激化したと言ってよい(稲葉，2024)．そこで本発表は，留学経験者たちの語りの中で，アイデンティティの交

渉に注目し，彼女たち自身が持つそれぞれの「留学経験者像」の相違と，帰国後の葛藤を明らかにすることを目的とする.本

さらに,留学経験者たちが彼女たちの言語使用について語っている場面や,帰国後に取っている行動に対して意味づけを行

なっている場面を分析し,当事者たちが実際に留学を経験して変化したアイデンティティの一端を示すことを目指す. 

2. アイデンティティと留学経験者

Beinhoff & Rasinger(2016)は，社会言語学におけるこれからのアイデンティティ研究は，特定の社会的・文化的行為と

一連の自己を遂行する「アイデンティティの流動性」について，グローバル化などの要因により複雑に変化する世界で,相

互行為の中で行われるアイデンティティの交渉や構築を研究することが必要であると示唆した． 

新型コロナウイルス感染症の影響により,一時はその数が著しく減少した留学経験者数であるが,近年は徐々にその数が

増加している.日本人学生支援機構(2024)によると,令和4年度(2022年)地域別・留学機関別日本人留学生数は58,162人で

あり,前年の 10,999 人よりも増加していた.また,１ヶ月未満の留学先は 11,006 人とアジアが多く選ばれおり,次いで北米

(7,034人),欧州(6,419人),大洋州(3,445人)となっている.一方で,６ヶ月以上の留学先は北米(６ヶ月以上１年未満：4,133

人・１年以上：749 人)が欧州(６ヶ月以上１年未満：3,220 人・１年以上：93 人)となり,次いでアジア(６ヶ月以上１年未

満：1,939 人・１年以上：291 人)となっている.また,飯野(2022：269)では,留学は「そこにしかないもの,それが最高なも

の,という固有の価値を求めて,わざわざコストと時間をかけて移動し,滞在すること」とされ,コロナ以後の現地に赴く留学

についてまとめている.他にも,留学経験者に関する研究は,現地に赴く留学がもたらす語学力の向上や,異文化コミュニケ

ーションの態度等を明らかにする研究が行われている(吉村・中山, 2010; 八島, 2012; Nwosu, 2022;). 

上述のように,留学はその期間や場所などにさまざまな種類がある.また,海外勤務者等の子供で海外に一定の期間在留し,

帰国した帰国子女と混同される場合がある.日本学生支援機構によると,留学とは,「海外の大学等における教育又は研究等

の活動及び,学位取得を目的としなくても単位取得が可能な学習活動や,異文化体験・語学の実地習得,研究指導を受ける活

動等,海外の教育機関(あるいはそれに付属する機関)と関連して行われる各種プログラムへの参加」を指す.よって,本研究

で扱う留学経験者は,大学等の教育機関に在籍し,上記のような留学プログラムや海外の大学に一定の期間在籍した人物で

あると定義する.また,岩崎(2018; 2022)は,留学という移動の研究として,日本留学を行なっていた「ハーフ」の参加者や(岩

崎, 2018),幼少期から移動の経験を持つ参加者(岩崎, 2022)を対象に,留学がもたらしたアイデンティティの変容や,言語学

習や使用に関するイデオロギーを言語ポートレート1とその語りを通して調査した．しかし上記の先行研究は，日本人留学経

験者同士の相互行為を分析したものではない．そのため，本研究は実際に留学を経験した日本人同士の談話の中で観察され

たアイデンティティの交渉場面に着目する.  

1参加者が「身体の線画に自分のことばを位置付け好きな色で描いたもの(岩崎, 2018: 22)」. 
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3．理論的枠組みと研究方法 

3.1 相互行為的社会言語学 

相互行為的社会言語学は,「会話のインタラクションを解釈する際に,人々がコミュニケーションを行うときに使う手がか

りに特に注目 (岩田・重光・村田 2021：184)」する.アメリカの社会言語学者であるGumperzは,コンテクストは単なる状

況ではなく,ある発話をどう解釈したらよいかを判断するための枠組みであると考えた.特に,Gumperz(1982)は,異なる文化

的背景を持つ人々間における相互行為を例に,コンテクストを理解するための共通の枠組みや,「コンテクスト化の合図」

を理解できなかったために起こった誤解やミスコミュニケーションを分析している.このように,相互行為を中心とする談

話を分析する際には,相互行為で生起していることのみならず,参加者の背景や彼ら／彼女らが持つ社会文化規範等もコンテ

クストの一部として分析する必要がある.本発表もこの相互行為的社会言語学の考え方を参考に,個人の相互行為によってや

りとりが協働構築・再生産される過程に注目する. 
 
3.2 分析データ 

本研究の分析対象データはZoomを通じて録画された17名の日本人留学経験者および留学未経験者のインタビューと会話

場面を記録しているものである．研究協力者は「留学経験の話を聞くインタビューと会話場面の録画」という目的で募った.

また,研究協力者にその知り合いを紹介してもらい,一緒に調査に参加をお願いした.データ録画時には,まず研究倫理を説

明し,研究参加への同意を得た上で留学経験を聞くインタビューを行った.その後,調査者が Zoom のカメラを切り,退出した

ところで,研究協力者同士での会話場面を録画した.参加者には事前に研究目的とデータの扱い方を共有し,同意を得た上で

Zoom ミーティングを設定した.また,録画の開始部分で再度研究目的と研究倫理について説明し,直接同意を得た.本発表で

扱うデータは,2024年1月6日に収録した1時間20分47秒のインタビューおよび会話データから抜粋する.参加者は,フィ

ンランドに2022年8月から2023年1月まで留学したえまと2022年8月から2023年6月まで留学したはるかである.参加

者と筆者はデータ収集日に初めて顔を合わせた.調査協力者の基礎情報は表1に示す. 

表1 調査協力者の基礎情報 

４．分析結果および考察 

 本発表では,Zoom録画開始後に行ったインタビューからの抜粋をデータ 1 として,フィンランド留学を経験した参加者た

ちが抱く留学経験者像に注目して分析を行う. データ 2 では,調査者退席後に開始した,留学経験者同士の会話場面開始直後

から始まった「帰国後の生活」について話している箇所を抜粋する.	
 
4.1 留学経験者像の変化 
データ１の抜粋1では,調査者の質問に対して,６行目でえまがターンを

取り,留学前後で変化した留学経験者像を語りはじめた.留学前のえまは,
「インターナショナルスクールに通って(８行目)」おり,「英語がペラペラ
(10行目)」で,「すでに海外の友達がたくさんいる(12-13行目)」という留
学経験者像を持っていた.しかし,えま自身は,実際の留学経験者は「そん
なに海外経験がな(16 行目)」い人物であると考えていることがわかり,彼
女が持つ留学経験者像が留学後に変化していることがわかる.さらに,え
まは笑いながら続けて,「¥インターナショナルスクールの人たちみたいな
人が,¥(23行目)」「フィンランドには意外と少なかった気がし(24行目)」
たと述べた.すなわち,留学前にえまが想像していた留学経験者は,実際の
留学先にはあまりいなかったのである.また,留学経験者は「英語がペラペ
ラである(10 行目)」と考えていたえまは,彼女自身が英語を流暢に話すこ
とができるようになったことは否定しながら,日常を英語で送っていたた

 
2 調査者は大学３年生のときにアメリカの私立大学に交換留学をした経験があり,インタビューの中では自身の留学
経験を話すこともあった. 

名前(トランスクリプト名) 所属・学年 留学先 留学期間 

えま(E) 大学４年生 フィンランド 2022年8月〜2023年1月 
はるか(H) 大学４年生 フィンランド 2022年8月〜2023年6月 
調査者(SI)2 大学院生 アメリカ 2018年8月〜2019年5月 

抜粋1 えまのインタビュー 
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め,ふとした瞬間に英語しか出てこなかったことがあり(37-38 行目),それは「気持
ち悪い状態(41行目)」であったと述べた.また,留学先でよく使用していた
単語をカタカナの発音で日本語の会話に使用していることに言及した
(56-61行目). 
また,えまの語りの後にはるかが話した場面である抜粋2では,留学前の

はるかは,留学経験者は帰国後に「めっちゃポジティブ(81 行目)」になる
と考えており,このような状態を「まじほんと. ¥留学経験↑者::¥.(83行
目)」と笑いながら評価した.そして,このような態度が「前面に出て(89行
目)」おり,留学経験者は「ポジティブにしか生きられません(93行目)」と
いう人物像であったと考えていた.しかし,留学後はこの考えに変化が生
じ,実際の留学経験者となったはるか自身を含め,逆カルチャーショック
を受けるなど(99 行目),「葛藤が多い(103 行目)」人物であると新たに考
えるようになった.このことから,留学前の二人が持っていた留学経験者
像は,海外の友達かいることや「ポジティブ(81行目)」な態度をとるなど,
外向的な人物像であった.また,「英語がペラペラである(10 行目)」など,
その言語使用に関連するステレオタイプが存在していたことが見て取れ
る.一方で,実際に留学を経験した 2 人の留学経験者像は変化していた.こ
のことから,彼女たち自身が持っていた留学経験者像と実際の留学経験に
乖離を感じ,その認識が変化していることがわかる.さらに,はるかも留学
後の自身の言語使用に変化が生じたことを自覚している.はるかは英語力
が伸びたことは実感しているが,自身が「バイリンガル(117行目)」になっ
たことは否定し,「逆に日本語も衰えて(121行目)」,「語彙力が (0.3) ¥す
ごい減(123行目)」ったと考えていることが見て取れる.このような日本語
の使用について,はるかは片言や日本語の文法構造を逸脱した言葉遣いと
して「googleトランスレート使ったみたいな日本語(132行目)」を時々話し,それが自身の中で「ショック(143行目)」であ
ったと述べた.このように,参加者は二人とも留学を経験した自身の言語使用について変化を感じ,それに対して否定的な評
価を付与したことが明らかになった. 
 

4.2 帰国後の葛藤と日本社会の矛盾 

データ2は調査者がZoom上で画面を切り,退出した後すぐに開始した
会話場面において,えま留学を経験して他の国に住むことに抵抗感がな
くなったと述べた後から始まる(抜粋 3). 海外に行き,そこで生活する
ことへの抵抗感を感じなくなっているえまは,「日本が嫌というか, ま
た別のところに(217行目)」「住みたいなって思ったら,(218行目)」「行
動に移すかもしれない.(220 行目)」と述べ,海外に住みたいと思うよう
になった場合,それを実行することを示唆した.これを聞いたはるか
は,224行目で「なんか:: 向こうに行った方が::」とターンをとり,「向
こう」である海外で生活すると,自身は「マイノリティ(228行目)」とな
り,自身の存在を肯定する態度を取ることが可能であると考えていると
分析できる.このことに対して,えまは 231 行目からターンを取り,「外
国人であるっていうのが,めっちゃ楽なんよな.(233行目)」と述べ,228
行目の「マイノリティ」を「外国人」と言い換えながら,外国人として生
活することが「楽」であるとはるかの意見に賛同した.はるかは 235 行
目から 236 行目でえまの発言に同意し,「あんまり気にされない感じ」
がすると,他人の目や存在を気にせずに生活できると述べた.また,はる
かは,留学先では「マイノリティ」として生活したことを「人の目も気に
せず,(240行目)」「なんでもできた気が(242行目)」したと述べた.しか
し,帰国後は自身の「ネガティブな癖(252-254行目)」と前置きしながら
も,「ちょっと人の目を(255行目)」「気にし始めるようになった(257行
目)」と語った.これに対してえまははるかの発言に重なるように理解を
示している. 
抜粋 4 は,抜粋3に続き,えまが「人の目を気にするようになった」例として「服装」のストーリーを語った場面である.

えまは留学先での服装を「あんまり気にせんかった(268 行目)」が,帰国し,日本では「流行とかもあるし(276 行目)」見た
目を「逆にまた気にするようになった(292 行目)」と付け加えた.はるかもえまのストーリーに再度同意を示し,人の見た目
を気にする態度を「変:: に. (.) 自意識過剰みたいな:(292行目)」と評価していることが見て取れる.また,それが「¥嫌だ
な:: みたいな.¥(300 行目)」と,笑いながら述べていることも観察された.一連のやりとりの後,留学経験者たちは笑い
(302,303行目),帰国後の自身のふるまいを再確認していた. 
この一連の会話では,データ 1 のインタビューで参与者たちが述べた「留学経験者の特徴」に当てはまるような語りが行

抜粋2 はるかのインタビュー 

抜粋3 留学中と帰国後の自分 
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われていることがわかる.もともと留学経験者は外向的であるというイメージを参加者
たちは持っていた.しかし,実際に留学を経験し,そのイメージと自分自身
は乖離していると考えていることが抜粋 1と2で明らかにされた.一方で,
抜粋3と4に見られたように,外国で生活することに抵抗感を感じず,むし
ろ「マイノリティ」や「外国人」として生活することは,他人の目を気にす
ることなく日々を送ることができると留学経験者たちは考えている.この
ことから,彼女たちの留学経験や帰国後のふるまい,考え方は「ポジティブ」
であるのではないかと考えられる.しかし,このようなポジティブな行動や
ふるまいを留学経験者は「気にする」ようになったと述べ,この態度は「自
意識過剰(292 行目)」であり「嫌(300 行目)」でもあると考えている.つま
り,留学で培った外交的で「ポジティブ」な考え方を日本社会での生活では
自制しようとする矛盾を抱えているのではないかと考えられる.また,留学
経験者たちが語りの中で同意を示し合っているように,このアイデンティ
ティの葛藤を共有していることがわかった.  

５．結論と今後の課題 

留学では,外国で生活し,様々な経験を通して新しい価値観を獲得するこ

とができる.本発表の会話データ参加者たちは無自覚であるかもしれないが,彼女たちの留学経験が留学前に持っていた留

学経験者像である帰国後の「ポジティブ」なふるまいにつながっているとその語りから考察できる.しかし,帰国後に人目を

気にする彼女たちは,留学で得たアイデンティティを日本社会の規範に合わせようと実践している.このことは,他人の評価

という視点から,自己を監視し,主体的に行動させる力に従う留学経験者として考察できるのではないだろうか.また,やり

とりの中でお互いの状況を認識し,留学経験者たちは同意形成を行うことで,そのふるまいの実践を正当化しているのでは

ないかと考えられる.本発表では，留学経験者たちが帰国後の考え方や言語使用，ふるまいについて葛藤する姿を共有する

場面を分析し，例の提示や経験の共有を通して，彼女たちが留学経験者としての自己アイデンティティを交渉していく様子

を明らかにした．しかし,留学経験は多様であり,それに応じて留学経験者たちが感じている帰国後のふるまいや言語使用は

さまざまなものがあると考えられる.したがって,今後は,様々な国への留学経験者の語りを収集し，留学経験者の実態を明

らかにしていく． 
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